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４．旧笊川洪水浸水想定区域図について
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●最新マニュアルに対応した浸水解析

項目 前回公表の
浸水想定区域図

今回公表の洪水浸水想定区域図
計画規模 想定最大規模

降雨条件
（年超過確率）

351mm/24hr:旧笊川
（1/80）

351mm/24hr:旧笊川
（1/80）

747mm/24hr:旧笊川
（1/1,000以上）

降雨波形 S23.9.実績降雨 S23.9.実績降雨
名取川浸水想定区域図作成の対象降
雨群及び旧笊川の対象降雨群の17
洪水より被害最大となる波形を選定
S57.9.Ⅰ型降雨

解析メッシュサイ
ズ

50mメッシュ
（旧笊川） 25m×25mメッシュ

流量の与え方 流量配分に基づき流量
を入力

河道の流下能力、地形状況を勘案し、
適切な流量を考慮して入力

浸水深の表示方法 50mメッシュ地盤高
による表示 5mメッシュ地盤高による表示

公表する情報 浸水深、浸水区域のみ 浸水深、浸水区域に加え、浸水継続時間と
家屋倒壊のおそれがある区域も公表

【１.解析条件の変更点・更新点】



【１.解析条件の変更点・更新点】
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前回公表時点より、新規に検討する浸水継続時間を考慮するため、解析モデルに域外排水となるポンプ施
設及び旧笊川の樋門条件を取り込んでいます。

●氾濫原情報の更新

項目 公表済み浸水想定区域図 今回作成 想定最大洪水浸水想定区域図

計算
条件

土地利用状況の
考慮

計算メッシュにおける粗度係数として考慮
(平成23年震災以後の航空レーザ測量データ
平成24年3月 国土地理院 5m地盤高データ)

想定マニュアル(平成29年10月考慮)に準拠
なお、地盤高は、近年地盤高を大きく改変した状況がみ
られないことから、名取川の浸水想定区域図で用いた地
盤高と整合を図る。
(平成23年震災以後 航空レーザ測量データ)
※用いているレーザ測量成果は同等(震災以後)

モデル化を行う
河川

・旧笊川（旧笊川樋門~4.6k（笊川分派点）） ・旧笊川（旧笊川樋門~4.6k（笊川分派点））

上流及び横流入
支川の氾濫の扱
い

氾濫せず全量が流入するものとして設定

・氾濫せず全量が流入するものとして設定
全5水路の内、1水路は、断面が存在するが、設定範囲内で内水
域の浸水となり、浸水範囲の概ね同等となる。また、残る水路
断面も存在しないことを鑑み、水路設定は実施しない。
※仙台市回答結果に基づくもの

氾濫原モデルに
反映する構造物

JR東北本線，自動車専用道路，
その他の道路（50㎝以上の比高差を考慮）

JR東北本線，自動車専用道路，
その他の道路（幅員5.5m以上:道路DRMデータを基
本）

排水施設 ポンプ排水:考慮していない
樋門排水 :考慮していない

(最大浸水深)
・同左
(浸水継続時間への考慮)
・ポンプ排水:旧笊川に流入する対象施設なし。

※仙台市回答結果に基づくもの
:広瀬川、名取川への域外排水ポンプ
を考慮

・樋門排水 :旧笊川樋門等の排水考慮する。
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公表済み（L1)S23.9 実績内水規模

【２公表済みと今回作成洪水浸水想定区域図(L1)の比較（旧笊川）】

氾濫メッシュの細分化による浸水範囲の変化

・計算メッシュを50mから25mに
変更することにより、微細地形
が反映され、氾濫の広がりが
異なる。

今回作成（L1)S23.9 実績内水規模 メッシュの変更により浸
水範囲が減少

メッシュの
変更によ
り浸水範
囲が増加
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【３.旧笊川 洪水浸水想定区域図（想定最大規模）】
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【４.旧笊川 洪水浸水想定区域図（計画規模）】



31

【５.旧笊川 洪水浸水想定区域図（想定最大規模：浸水継続時間）】
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【６.旧笊川洪水浸水想定区域図 家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）】

家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）について、該当する箇所はありませんでした。
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【７.旧笊川洪水浸水想定区域図 家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）】


